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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は、モンゴル国ウランバートル市の深刻な交通問題の解決に向けて、持続可

能な都市交通手段としての自転車に着目し、ウランバートル市の自転車利用促進策を、

おもに意識改善等のソフト施策面から考察したものである。

モンゴルは、1920 年代以降の 70 年間の社会主義国家から 1990 年に市場経済に移行

した。これに伴い首都ウランバートル市への激しい人口流入が生起し、1990 年時点で

56 万人だった人口が、2011 年には 110 万人へと倍増した。自動車登録台数も 1990 年

の 1 万台から 2008 年には 10 万台へと急増し、交通渋滞は日常化、大気汚染、交通事

故等社会への影響も大きい。このような現状に対して自動車を中心とした道路建設等

ハード政策や、バスの増路線・増便などが試みられてきたが、途上国モンゴルには経

済的な制約も強く、これまで大きな改善はみられない。また自転車に対する政策は皆

無である。

都市交通問題の解消のためには、自転車導入が有効であることは、先進国特に欧州

諸国ですでに実証済みではある。中央アジアの途上国モンゴルにおいて自転車導入が

可能であるかを気候風土、歴史、文化、社会面から検討した結果、以下の知見を得た。

1）気候的には 12 月から 2 月の厳寒期を除き、自転車利用は十分に可能である。ただ

し、厳寒期を考慮すればバスとの連携が不可決である 2）市民の日平均トリップ 3.9

ｋｍは、自転車利用に優位性がある 3）現在ではリクリエーション・スポーツ利用に

特化している自転車利用も、1960 年代までは日常的な利用がみられており、モンゴル

文化は自転車を忌避する文化では必ずしもない 4）自転車を利用しなくなり数十年を
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経て、「自転車は貧乏人の乗り物」という意識がみられ、特に女性は「自転車に乗る姿

は恥ずかしい」と意識する人が多い。

これらを踏まえて、本論文ではウランバートルにおいても自転車導入は十分に可能

であると断じ、導入利用促進・拡大に向けてのソフト施策プロセスを以下に提案して

いる。a）自転車に対する「貧乏人の乗り物」意識を払しょくする b）自転車の利便

性、環境上・健康上・経済上の優位性を学ぶ ｃ）気候・天候・健康などに準じて公

共交通機関との併用を優遇する ｄ）自転車の修理、修繕システムを確立する e）自

転車を交通手段と認定し、法制上に位置付ける f)自転車専用レーンを指定し、利便

性をさらに高める。

申請者は 2009 年、2010 年に自転車利用促進のためのイベントをウランバートル市

内で実際に開催し、一日のイベントでも自転車に対する意識を変えることが可能であ

ることを、参加者に対するアンケート調査をもとに実証している。
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論文審査結果の要旨

学位論文審査委員会は、当該論文の発表会を 2011 年 8 月 23 日に公開で開催し、質疑

応答を行い、論文内容を審査した。本論文の評価できる点は以下の通りである。

① これまで全く取り上げられてこなかったモンゴルの自転車交通に着目

モンゴルをはじめとする途上国の都市交通問題の解決に対しては、道路整備や地下

鉄、モノレール等の新公共交通機関の導入など、ハード整備が中心に論じられてきた。

しかし道路整備を行うほど自動車台数の増大につながる例は枚挙にいとまなく、また、

財政難から公共交通機関の導入も十分に実現してはいない。このような全体状況に対

して、安価で、環境負荷も小さく、健康にも効果のある安全な乗り物である自転車に

注目し、途上国ならではの条件を抽出しつつ、導入・普及の可能態を具体的に検討・

提示したことは、高く評価できる。この研究成果については 2011 年の東アジア国際交

通学会 The 9th International Conference of The EASTS（Eastern Asian Society for

Transportation Studies）で発表し高い評価を与えており、Journal of EASTS（Eastern

Asian Society for Transportation Studies）, Vol.10 への掲載が決まっている。

また、今後のウランバートル市やアジア圏内都市の交通政策に影響を与える研究にな

るだろう。

② 自転車利用の変遷をウランバートルの都市発展史と関連づけて論考

都市文化史として自転車利用を取り扱った点は、これまでの自転車研究にはなかっ

た視点として、審査委員会でも評価された。日本建築学会でもこの点は高く評価され

ており『日本建築学会関東支部審査付き論文集』, 2009 年, p.173-176 に掲載されて

いる。

③ 市民の意識変容の可能性を実際のイベント実施を通して検証

二年度にわたって自転車に関するイベントをウランバートル市内で開催し、参加者

延べ 600 人のイベント参加による意識変容をアンケート調査に基づき測定している点

は新規性に富む。この成果は『日本建築学会関東支部審査付き論文集』,2010 年,

p.129-132 にも掲載され、新たな研究方法を拓くものと注目されている。

以上のように、本研究の内容は評価されるが、問題点がないわけではない。発表会

では審査委員から以下のような意見がだされた。

・モンゴルを発展途上国としてとらえ、他の途上国への研究成果の敷衍可能性を示唆

しているが、旧社会主義国の一員ととらえ、東欧諸国との関連性を論じるべきではな
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いか。

・経済的に困窮を極めた市場経済移行直後に自動車台数が増えたことを説明するには、

移行する直前の 1980 年代の状況を、詳細に検討すべきではないか。

・自転車普及は、ゲル地区に住んでいるような貧困層をターゲットにすべきではない

か

上記の問題点は、いずれも今後の研究課題といえ、特に 1980 年代状況を語る資料は、

市場経済への移行に伴いモンゴル社会が大混乱をきたすなかで、多く紛失しているこ

ともあって、早急な修正はかなわない。したがって、現時点において本論文は都市政

策研究としての水準を満たし、今後の当分野の研究の指針となると予想される。

以上により、学位論文審査委員会は、本論文が学位論文の要件を満たしており、博

士（学術）の学位を授与するに値するものであると判定した。

以上


